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特集 乳酸菌・ビフィズス菌・乳酸菌生産物質

腫モデルマウスにおけるNK活性とCTL（細

胞障害性Ｔリンパ球）活性による肉腫細

胞増殖抑制効果が認められている。また、

ノロウイルス、Ａ型インフルエンザ感染

防御効果に関する有効な結果も確認済み

だ。同社によると「一般的に乳酸菌体に

よる免疫向上作用については、小腸内の

パイエル板から乳酸菌体が取り込まれ、

さらにその下層に待機する樹状細胞やマ

クロファージに補足される必要がある」

といい、「ナノ型乳酸菌はこの免疫システ

ムの要となるTh1 ／Th2のバランス調整に

かかわる作用が認められている」と説明

する。これまでに「Th1誘導材及びその製

造方法」として特許も取得済みだ。この

ほか、全身の免疫作用を抑制するTreg細

胞についても、nEF投与による産生割合の

向上が確認され、免疫バランス調整によ

る腸管の炎症軽減作用が期待できること

も突き止めている。このほか、『ナノ型乳

酸菌nEF』については、「便通改善」をヘ

ルスクレームとしたシステマティックレ

ビューを完了。「便秘気味の方の腸内環境

を改善することで糞便の腸管通過を促進

し、便通改善に役立つ」旨の表示を想定

している。

㈱ディーエイチシー（東京都港区）は、

機能性表示食品『ビフィズス菌BB536』を

展開している。関与成分は「ビフィズス

菌BB536」。腸内環境を良好にし、腸の

調子を整える旨を表示している。研究レ

ビューでは排便頻度の増加を認めたほか、

便のニオイのもととなる便中のアンモニ

ア濃度が減少したことが報告されている。

乳酸菌では、「植物性乳酸菌K－2」「乳酸

菌EC－12」「シールド乳酸菌®」を配合した

サプリメント『乳酸菌AL 3種のバリア菌』

を展開。コロナ禍における免疫賦活への

意識の高まりを受け、オンラインショッ

プを中心に販売が伸長している。

同社では、「免疫対策のなかでもカラダ

に優しいイメージがあることから需要が

高まった」と分析。「今後もWEBを中心に

プロモーションを行っていきたい」とし

ている。

同品は多種多様な腸内環境への対応を

考え、「守る」「寄せ付けない」「立ち向かう」

をテーマに開発。複数の菌種配合という

新たなアプローチが注目を集めている。

「植物性乳酸菌K－2」の研究では、アレ

ルギー症状の軽減、インフルエンザや風

邪の感染予防などの効果が確認されてい

る。「乳酸菌EC－12」のヒト試験では、鼻

かみ回数、眼のかゆみの改善傾向が認め

られている。「シールド乳酸菌®」のヒト

試験では、風邪の自覚症状に対する効果

が報告されている。

比較して2倍以上向上したことを確認済

み。免疫療法剤（抗悪性腫瘍剤）『OK432』

と同程度の活性を示したこともわかった

という。さらに、Ａ型インフルエンザウ

イルスの感染防御試験においても、コン

トロール群と比較しインフルエンザウイ

ルスの増殖を顕著に抑え、中和抗体価に

おいても大幅な産生を確認済み。また、

ストレスに関する有効性については昨年、

マウスへの投与試験で、抗ストレス作用

があることを確認。乳酸菌SNKの摂取に

より、脳海馬中のBDNF、NT-3、GAVA受

容体のmRNAレベルを刺激することが示さ

れ、特にBDNFについては大きく上昇する

ことを確認した。ストレス対策や、メン

タルケアとしての利用が今後期待できる

という。

ヒト腸内細菌由来の『ナノ型乳酸菌

nEF』は、1gあたり5兆個の乳酸菌数で規

格化した原料（Enterococcus faecalis）。マ
ウス脾臓細胞のNK（ナチュラルキラー）

細胞の活性向上及び、Meth-A誘発線維肉

㈱IHM（東京都品川区）はナノ化処理を

行った2種類の乳酸菌原料『植物性ナノ

型乳酸菌SNK』、『ナノ型乳酸菌nEF』を取

り扱っており、幅広い機能性への関心か

ら、原料・OEM供給が好調に推移している。

取り扱う2種類の菌末はいずれも分散

化処理技術により乳酸菌の菌体一つ一つ

が分散した状態を保持した殺菌乳酸菌原

料で、菌体最頻値が1ミクロン未満である

のが特長。少量の配合で多数の乳酸菌体

の摂取が可能で、コストパフォーマンス

に優れている点が評価されている。また

最近では、免疫バランスの調整に優れて

いる点や、ストレスケア・メンタルケア

に有用なデータが確認され、高い関心が

寄せられている。

『植物性ナノ型乳酸菌SNK』は、長野県

木曽地方の無塩漬物すんき漬けから単離

した乳酸菌で、1gあたり2兆個の乳酸菌

数を含有。免疫細胞を活性させる代表的

なサイトカインIL-12の活性化試験では、

分散化処理することで未処理の乳酸菌と

免疫バランス調整に優れた 2種のナノ型乳酸菌を展開
「便通改善」でシステマティックレビューも完了

IHM

になるミドルエイジの女性の方に適して

います」との表示が可能だ。

同社では、新たな旗印に掲げる『API’s 　

ODM』の新プロジェクトとして、「より効

果、体感が得やすいエビデンスベースの

製品設計・開発」を提案する「API’s CF（コ

ンセプトフォーミュレーション）」を始動

している。

　このほど、「免疫」「骨」「美白」に続

く第4弾として、乳酸菌・ビフィズス菌

に関するコンセプトフォーミュレーショ

アピ㈱（岐阜県岐阜市）は、機能性表

示対応素材「シンデレラ乳酸菌」（関与成

分・乳酸菌クレモリスH61株）のOEM／

ODM供給を行う。従来のドリンク剤型（リ

トルPETＴボトル）に加えて、新たにハー

ド・ソフトカプセル、顆粒剤型が機能性

表示食品として受理されたことを機に、

再届出制度を活用した提案を強化してい

る。「ミドルエイジの女性の肌の潤いを逃

がしにくくする肌のバリア機能を高める

ことが報告されています。肌の乾燥が気

飲料からカプセル、顆粒まで、機能性表示対応『シンデレラ乳酸菌』のODM供給
「API ’s　CF」、エビデンスベースの乳酸菌処方を提案

アピ ンの提案をス

タート。乳酸

菌・ビフィズ

ス菌原料（240

種以上）に関

す る 独 自 の

データベース

を構築し、「脂肪燃焼」「抗アレルギー」

「尿酸値対応」から「妊婦向け処方」まで、

コンセプト・訴求別に原料をピックアッ

プ、エビデンスベースの“乳酸菌処方”

を提案していく。

機能性表示食品『届くビフィズスEX』ほか
『乳酸菌AL 3 種のバリア菌』オンラインで好調

ディーエイチシー機能性表示対応原料

機能性表示対応原料


